
座長： 高久雅生（筑波大）

発表1： 古川竜也（東大）、相良毅（情報試作
室）、相澤彰子（NII）
言語横断エンティティリンキングのた
めの語義曖昧性解消

発表2： 矢木大介（金沢大）、村田健史
（NICT）、笠原禎也、後藤由貴（金沢
大）
分散処理用タスクスケジューラ
Pwrakeを用いた月周辺電界波形
データからのバイポーラ型波形の抽
出アルゴリズムの開発

発表3： 硲石浩文、村川猛彦（和歌山大）
防災・減災に関するWeb上の記事を
対象とした分類の試み

10:30-10:45

発表4： 内田有哉（北大）
特許知識情報におけるエージェント
問題のシミュレーション分析

発表5： 堀智彰、木下奏、小林映里奈、村尾
真由子、福井恵、渡邉朋子、兼松泰
文、辻慶太、宇陀則彦（筑波大）
図書館の探検的学習を目的とした
文献探索ゲームの評価

11:45-13:00

13:00-14:00

座長： 岡部晋典（同志社大） 座長： 芦野俊宏（東洋大）

発表1： 時実象一、平山陽子（愛知大）
ご当地キャラクターの活用とライセン
シング

発表1： 相良毅（情報試作室）、古川竜也（東
大）、相澤彰子（NII）
LDAを用いた学術用語の対訳選択
手法

発表2： 相良かおる（西南女大）
実践医療用語辞書ComeJisyoの紹
介と電子化に伴う誤字調査報告

発表2： 河瀬彰宏、小木曽智信（国語研）
雑誌『太陽』における言論の中心的
概念とその関係性 ̶近代書き言葉
の計量分析̶

発表3： 本田正美（東大）
自治体広報紙オープンデータ実証
実験に見るオープンデータ推進にお
ける技術上の課題

発表3： 村井源（東工大）、森井順之、二神
葉子、皿井舞、菊池理予、今石みぎ
わ、久保田裕道、山梨絵美子（東文
研）、田良島哲（東博）
東日本大震災後の文化財救出活動
記録の計量的分析

発表4： 西澤正己、孫媛（NII）
学術研究はどのようにメディアに報
道されているのか？ ―プレスリリー
スと２つの異なる全国紙の比較

発表4： 中渡瀬秀一、大山敬三（NII）
マイクロブログメッセージからのグラ
ンブル抽出

16:00-16:05 学生セッション表彰

16:05-16:15 閉会挨拶

＊発表者は下線

＊発表時間は1件につき30分（講演25分，質疑5分）

＊本プログラムは、2014/4/3時点のものであり今後変更される可能性があります。
　http://www.jsik.jp/?kenkyu より最新版のプログラムをご確認ください。
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14:00-16:00 一般セッション5 一般セッション6

9:00-10:30

10:45-11:45


